
624 1981年5月12日に羽田空港に発生したLow　Altitude　Wind　Shear（LAWS）の解析

縁部で発生したものであることが分かった．

　前線内の温度傾度は東京湾の海岸線に近い羽田空港の

北側で大きくなり，R33のすぐ南で弱まった．この現

象が単なる一例なのか，一般的な特徴なのかは分らな

い．また，飛行場内の2か所の風の記録には，北側（1

地点）の前線の強化された地点では風がSSWから1〉に

変わる途中に約7分2WV風がやや強い部分があるが，

南側の風速計にはこれに該当する風の変化はない．これ

らは今後の問題である．

　本文の作成にあたりDFDRについては全日本空輸

KKから，公害監視用およびテレビ塔の観測値について

は，東京都，神奈川県，千葉県，横浜市，川崎市，横須

賀市，相模原市から貴重な資料をいただいた．また，小

田急電鉄箱根大湧谷ロープウェーの観測値は山岳観測の

ない中で非常に役立った．なお，全日空KKの下坂主

席運航管理者とレフェリーから有益なコメントをいただ

いた．記して上記の方々にお礼申上げる．
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